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TravisCIとは？
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TravisCIとは

• オープンソースコミュニティ向けのCI(継続的インテグレー
ション)を無料でホストしてくれるサービス 

• Ruby, PHP, Perl, Python, Java, JavaScriptなど様々な
言語に対応している
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CIとは
•開発者が加えた変更や修正をコミットするたびに, 自動化されたビルド(コンパ
イル, テスト, デプロイ)が実行することにより, 欠陥を早期発見しソフトウェア
の品質を維持する手法 

ソフトウェア開発において短期間で品質管理を行う 

• XP(Extreme Programming)の1つ 

XP : ケントベックらによって定式化されたソフトウェア開発手法.  

柔軟性の高い開発手法であるため, 難易度の高い開発やビジネスの要求が刻々
と変わるような状況に向いた開発手法. 事前計画よりも柔軟性を重視する. 

つまりアジャイル開発手法の1つである
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CIのイメージ
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CIの利点
1. テストの自動化 

手動でのテスト工数を削減し開発工数を増加させることが可能 

2. 開発状況の把握 

ビルド結果の履歴を時系列に並べて視認可能な状態にすることにより, 
ビルドエラーの発生状況や自動テストのテスト結果などの状況を把握す
ることができる 

3. ソースコードの静的解析 

コーディングルールやバグのチェックツールを組み込むことにより, 開
発中のソースコードの問題をあぶり出すことができる
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それでは実際に使って
みましょう！

 8



。。。の前に
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GitHubアカウントの作成

• ターミナルに以下のコマンドを入力後, GitHubのサイトへ行き
アカウント作成 

• ユーザ名とメールアドレスは各個人のものを使用してください
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SSH Keyの設定
• 以下のコマンドを入力
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パスフレーズ作成・入力



公開鍵の登録
•GitHubのサイトに戻ってアカウント設定(Account Settings)のボタンを
押す 

「SSH Keys」のメニューを開く 

• 「Add SSH key」を押すと入力欄が表示される 

Titleは適当な鍵の名前を, Keyにはid_rsa.pubの内容をコピーして貼り
付ける 

• ターミナルに[pbcopy < ~/.ssh/id_rsa.pub]と入力することで公開鍵のキー
をコピーできる 

[ssh-rsa][公開鍵の内容][自身が登録したメールアドレス]
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認証されたかを確認
• 無事に登録されると登録したアドレスにメールが届く 

• 実際に動作確認したい時は以下のコマンドを入力
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この表示が出ていれば成功



ではいよいよTravisCI
を使ってみましょう！
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リポジトリの作成
• 以下のコマンドを入力してローカルリポジトリを作成する
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mkdir  “ディレクトリ名” 
cd “ディレクトリ名” 

git init 
git add hello.html  

git commit -m “add new file” 
git status 

git push origin master

適当なファイルを作成 
ディレクトリに追加

この後Githubの 
ユーザ名とパスワードを 
聞かれるので入力



TravisCIに登録

• http://travis-ci.org/にアクセス 

sign upのボタンを押してGithubのアカウントでログイ
ン 

• 先ほど作成したリポジトリが表示されているかを確認 

• TravisCIにかけたいものにチェックをいれておく
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.travis.ymlファイルの作成
• 以下のコマンドを入力して.travis.ymlファイルを作成
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cd  “ディレクトリ名” 
touch .travis.yml 
vim .travis.yml

•vimコマンドの使い方については以下の通り
a: 編集開始 

Escキー：　編集終了 
ZZ: 上書き保存

•これを15ページの三行目以降と同様にリポジトリに追加



.travis.ymlファイルの記述
• 記述については例えば以下の通り 

サイトによって書き方が異なります
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Githubとの連携
• Githubに戻り, 作成したリポジトリのページに移動 

Settingsボタンをクリック
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これ！！



Test Hookの設定
• Integrations&Servicesをクリック 

TravisCIにチェックマークが入っていることを確認してクリック 

• ユーザ名・トークンを入力 
トークンはTravisCIのプロフィールページ左側に記載されている 

• ドメインは特に何も記述しなくても動きました 

• Update Servicesをクリック
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以上でTravisCIの設定は
終了です 

テスト内容は自由に記述
してください
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例えばこんな感じ
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何かエラーが出ているっぽい。。。


